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1３７

柳田国男の日記

岡村民夫

1.柳田同男の日記の三つの生

２０１２年は、１１本民俗学の確立稀の一人である柳、国男（1875-1962）の没後

50年である。私はここ数ｲﾄﾞ、この碩学をもっぱら思想史の観点から研究して

いる:，そして彼のロ記は、彼のAu魁の密かな形成を明らかにするうえで非常に

役に立つと感じている。若い頃から死の直前までⅡ記をつけていたといわれて

いるが、彼はごく部分的にしかＨ記を公刊なかった。つまl)以下の101}lほど

の手帳がそれである。他のものは今１１までに未１１行で、隠匿されているか失わ

れている（｢柳田國男｣ｌｌＵＩｊ勉誠社、1996年、659-660頁)。

｢柳田探訪｣、1906年４)］ｌＢ－３ｐ執兼、1971年刊行。

｢越後へ｣、19074Ｆ５月１９日－６月１６１三1執兼、1948年刊行。

｢北IRI紀行｣、１９０９年５Ｈ２６Ｕ－７１１８ｕ執縦、1948刊行。

｢樺太紀行｣、1909年９ｊ１９ｐ－１０ｊＬ１２Ｕ執躯、1958年fⅡ行。

｢7i:十年前の伊豆l｣記｣、１９１０年５Ｈｌ８Ｈ－２２１１執筆、1959年および

’960年刊行。

｢美濃越前往復｣、１９１１年７月７日－２５日執筆、1948年刊行。

｢人正七年uiiE｣、1918年９１ｌｌ８１ｊ－ｌ２Ｈ３１Ｈ執筆、1971年刊行。

｢大正１－－年piid｣、1922年1年１日一６月１１「I執筆、１９７１年刊行。

｢JMlilLj日記｣、１９２２年６)］１２「１－１２)］３１Ｕ執飛、1968年lﾆﾘ行。

｢炭焼日記｣、1944年１月１，－1945年１２月３１ｐ執飛、1958年刊行。

彼自身が刊行したu犯は、二つの'kを送ったということができる。

第一に、彼は、小さな出来１１や身のまわ')の観察を犯すために日記をつけ
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る。

第二に、彼はのちになってから[I記を読みなおし、エッセイや勘考を執?ｉｆす

る。後年の民Ｉｉﾄ学者たちと異なI)、彼は厳密な窓味でのフィールドワークを爽

践しないが、そのかわI〕長時ｌｌｌｌ散莱した'〕、laU1の旅行をしたI)するiwIHがあ

る。彼にとI)、n挺は学1M]的価値を持っておI)、研究の素材を腿ＩＩＬする。

そして鏑三に、彼は日記のある部分を、鞭Ⅱをへてから'１行する。それは未

来のIUf究濁＝読者に歴史的喪料を提供するためである、と桜は考える。すなわ

ちlliiUの「のちの生」のためであると。

こうした展望に立ち、非常にrli妥な彼の二つのHi1L、「jMIlIliI:lMil」と「炭焼

llild」を紺介したい。

2．「瑞西日記」

民俗学に卿心する少しiii、柳ｍは風際述11Mにおいて委柾総論鍵１１会の蚕flfl

として働き、ジュネーヴに２艇居住した。岐初は1921B'二７ﾉﾘからｌ０ｊｊまで、

それから1922年６)]から1923年９)jまでである。「JIMiuilliIL」は、第二の淵

ｲI;のIil｣１２部をほぼカヴァーする（1922年６ｊ１１２Ｈ－１２ｊ１３１［l)。

ずっとあとになって彼がこのHiiilに与えた11付のないリグのなかで、彼はこう

iIPいているｃ

大ilH十二《1§の春、二度まで自分は伊太利を旅行したことがある。ｊＩｕｍの手

帖がｲ『るつもI)で、額I)に手箱の中を捜すけれども、空鰹111Fの騒ぎに蔵ひ

亡くしたものか、又は其前にもう散乱したか、どうしても見つけⅡ}すこと

が１１}来ない。さうして大正十一年の瑞西|鮴;のＨのl1ilLが１１}て来たのであ

る。（｢定本柳、國男染」第３巻、251頁）

このバツセージは、彼がI:1分のLlii2を何かを11$<ために、特に旅行ilLを10ﾄﾞ<た

めに利ⅡＩしていたことを逆説的に示している。

「瑞西ⅡiiiUは、Ⅱ本人、スイス人、フランス人、イギリス人などの:Yiiiilを

たくさん含んでいる。それらは、政治的研究にたいへん役立つものだが、私は

ここである私的な''''１mについて語りたい。柳111は、シャンペルという地区、

ジュネーヴ南郊、アルヴ川の右岸の台地上の一棚の'111劇Ⅱfliiliに１１１んだ。１９２２

Hosei University Repository



1３９

／釘…〆 ←＞.ｒ￣￣

／Ｉ、｣’・
－－－－■－－

ボー＝七ジュール・ホテルの古絵葉書（Ccntredmic()､(IHrdII)hi⑪Igcn[wDiぢど蔵）

年６)ｊ３０Ⅱまでは、ポーーセジュール・ホテルにｊｕｌＷした。７月ｌＩ１、その

すぐ近くのヴィラヘリ|っ越した。

'１:後ﾉｑＷ６災来る。いよいよカバンを従げてグ|越し。（借家はホテルから

12町ほどの処)。林夫人も手伝に来てくれる。Ｗ｢しい家のベランダにて茶

を飲む。夜は庭に下I〕て談る。（何１２，２５７１，〔）

柳ⅡIは数lI11この心地よい庭に言及した。

「JlijIjIjll1id」は、彼がスイス・フランスIKl境にjＵいⅡⅡ判を長時llu敬歩したり、

時にはサヴォアのIll々の麓まで１１k歩したりするのを好んでいたということを

も、仏たちに教えてくれる。これはlliなる女(III1iらしではなく、社会学的ないし

民俗学的なフィールドワークであるはずであるジュネーヴで彼はスイスとフ

ランスのフオークロアに関する本をたくさんＩＭＩ入していたニ

こうしたﾙﾄ化と散歩のiiIlみ合わせはたいへん側I唯深い噂東京で彼は｣とｲﾄﾞ、ｌｉｌＩ

`L､のulj行ﾉⅢfYlll｢、つまI)法政大学からjUliくないところにある伝統家lhlに粋らし

た。HIKIl的であるとともにモダンな郊外を知ったのは、スイスにおいてなの

Hosei University Repository



1４０

だ。私はその経験が彼の人/liとALlfuに深いlj(跡を残したと考える。ＡＩ}|』後、彼

は都iiiとIW7の分離を'111題にし、111圃都iljを,iHiえるようになった。1927年、

東京西郊のX；しく新しい町、成城ヘリ１つ越し、’'１分でデザインしたIUV沖的なス

タイルのヴイラに住んだ。そして武蔵野（束ﾙ(IiV部のⅢ園）を散歩しながら、

その民衆ﾘLLを櫛察した。いいかえれば、彼の後Ｗｋのライフスタイルは、すで

にジュネーヴで芽生えていたのである。

3．「炭焼日記」

柳111は1944ｲﾄﾞから1945｛i{にかけて「｣Ijt焼Ⅱ１１u」をf1Fいた。大'1本帝国は

1945ｲ|:８ｊｊｌ５１]、敗戦した(，深刻な商品不)とのせいで、彼は19`Ｉ４ｉＩ:秋に成

城の庭の１１.llilで炭焼を試みたが、成功にいたらなかった。奇妙なタイトルはこ

れに111米する｡「炭焼Ⅱi氾」とは、贋の炭焼のll1idなのである。

このIliiLは、１１記の第二、および第三の生を仏たちに非常によく'j:してくれる。

老hLIri`､被什は！÷1分の古いI1lidを(Ｉｌｌ虻も読み返した。

[一ﾉLlllllU年］十)]'一二ｌ・ｕｌ

余よう柳から寒きI:1ｊ終Ⅱ

(……）－１１外へ出ず、Ｉﾘ１桁IJq

l･ｲ|ﾐIjq1-ｲ１２の自分のⅡｌｉｄを戒

む゜（｢)世本柳田國男災」別'''第

4巻、１１７貝）

[一ﾉLllﾘﾉiｲﾄﾞ］‐１－１１人Ⅱ水

よう蕊夕'1,1判氷し

(……）二二日ｶﾘからiIiいllild

f帖緬を終理して色々uひ1}lす

ことあ１兆（同上、’22-1231〔）

７０歳になった柳川はl9l分の人生

に対してﾙﾊﾟｹに懐1,『的になってい

た、と私は想像する。 焼日肥）初版（箪者蔵）
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弟子で秘i1l:でもあったjLIll久ｒ･に

よれば、昭和２０ｲ'三代末か３０年代初

め、柳111は彼女にオリジナルのⅡ`ｉＬ

のiii１１$を命じた。ｉｉｌｉ彦や他の孫たち

に大きくなったらこの11,1Uを読んで

もらいたいから、と説IIljしたという

(ﾒL山久ｒ「｢炭焼日記」のころ｣、

｢`ｉｆ伝抑IⅡ國男」［｣水利I:職、ｌ９７８ｌＩｉ、

216頁)。爽際、このHiiUにはiiV豚と

の散歩の`１２述が多く見られる……。

丸山がili杏した日記を柳111治彦が

Ｉ擁んだかどうかはわからない。序を

伴った「炭焼II1id」は１９５８年、Ｍｆ

行の死の二２年iiiiに出版された。確か

なのは、彼がそこに歴史的価値を`凹

めるに盃I)、これを死後の読者へ舵ぬるに北I)、これを死後の流者へIi上孫洞彦を抱く柳田国男（｢柳田国男写真無｣）
〔岩崎美術社、】9111年〕より

したということである。

出版された彼のI]記の人半が、１K要な111F代ないし膿史的fIi(換期に00$かれてい

るということに１１２葱すべきである。「瑞IIliI1iiL」は彼が区]際迎盟でlliiいていた

ﾛl、かつlli後のI)q洋生iiIiを送っていた頃にＤＩＩ:かれており、「炭焼１１`ｉＬ」は、Hl

lH1の敗戦の前後に↓1$かれていた。

後者のなかには、いくつかﾋﾞILL`i及的なバッセージが見られる。Ⅱ本人のい

ろいろなI1r典的Ⅱii2を次々と読みながら、柳凹は１９４５ｲｌ２１１１ｊ２６Ⅱ月H1｡Ⅱに

こう記す、「｢満i舟１k后l1ild」をよむ。我付、義政の1ﾘ7行、lluの立つことはマッ

クァーサーもかはらず」（IiIi胸111:、２７２頁)。満済iiIi后（1378-1435）は、室町mE

1付の第４代将同tﾉ11ｲﾘ護持（1386-1428）と第６代将11(義政（1394-1441）に{I:え

た大ｉＷｌＫである｡「満済ilIi后Hiid」はこのIlf代の政治的'1'枢を教えてくれる聡

山資料として知られている．どういうR11II1で柳111が1511ｔ紅の二人の将ｊＩｆを

マッカーサー元RllIになぞらえたのか、私はliL抜くことができないが、「１分のl1

0Idが後１Ｍ;の統希にとってllf史的価仙をもちうるということを知っていたことは

まちがいない。なぜなら、彼1］身が過去のlli足の休人な読み下だからである。

(法政入学脚際文化'ｉｔ部教授）
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